
別紙様式 令和７年度全国体力・運動能力，運動習慣等調査結果　分析シート（中学校・義務教育学校後期課程）

１　自校の実技結果と全国平均との比較

握力 上体 長座 反復 シャトル 持久走 ５０ｍ 立幅 ボール

(㎏) (回) (㎝) (点) (回) (秒) (秒) (㎝) (ｍ)

全国 28.91 25.99 44.98 51.63 78.59 410.24 8.00 197.50 20.66 41.18 41.69 42.06

男 自校 25.00 27.00 52.67 53.00 63.00 413.00 7.78 187.67 21.00 54.00 41.25 41.00

比較 △ ○ ○ ○ △ △ ○ △ ○ ○ △ △

全国 23.12 21.62 46.97 45.77 50.44 310.35 8.97 166.39 12.36 47.08 47.22 47.46

女 自校 23.25 20.00 49.50 48.00 42.50 349.50 8.61 173.75 13.75 46.40 57.67 49.50

比較 ○ △ ○ ○ △ △ ○ ○ ○ △ ○ ○

※全国平均以上の種目･･･○　　全国平均未満の種目･･･△

２　重点種目の結果についての分析

３　生徒質問紙調査の結果及び分析

学校名 中22　蒲刈中学校

体力合計点

学年 性別 Ｒ５ Ｒ６

Ｒ７平均値

Ｒ７

５０ｍ走 ハンドボール投げ ２０ｍシャトルラン

２年

呉市の重点種目
中学校区の重点種目

※義務教育学校は,自校の重点種目
自校の重点種目

※義務教育学校は,後期課程の重点種目

100.0 自校

・男女ともに全国平均を上回る成果が見ら
れた。これは、日頃の体育授業において、
走る動きを取り入れた体つくりを行ってき
たことが、瞬発力や走力の向上につながっ
たためであると考えられる。一方で、走力
をさらに高めるためには、正しい走り方や
運動量を意識した学習を充実させていくこ
とが今後の課題である。

・今年度の結果は、昨年度と比較して向上
が見られた。また、男女ともに全国平均を
上回る結果となった。これは、普段の体育
授業において、体つくりとしてドッヂボー
ルなどの投動作を多く取り入れてきたこと
が、投げる力や全身を使った動きの向上に
つながったためであると考える。

・男女ともに全国平均には届かなかっ
た。このことから、全身持久力の向上
について課題が見られ、今後は継続的
に体を動かす運動を授業に取り入れて
いく必要がある。

男子
全国 90.9

男子
全国

自校 100.0 自校

・男子は全国平均を上回る結果となった。こ
れは、体育授業を通して運動に親しむ機会を
継続的に設けてきたことが、運動への肯定的
な意識につながった成果だと考える。一方、
女子については全国平均を上回るまでには至
らず、運動への意欲や楽しさをより感じられ
るような活動内容や関わり方を工夫していく
ことが今後の課題である。

・男女ともに全国平均を上回る結果となっ
た。これは、家庭や学校における健康意識
の高まりが、生徒の望ましい生活習慣の定
着につながっている成果であると考えられ
る。一方で朝食の内容や栄養バランスまで
は意識できているかについては十分とは言
えず、今後の食事の質にも目を向けた健康
教育を進めていくことが課題である。

・男女とも全国平均を上回る結果となっ
た。これは、学校生活の中で運動に親しむ
機会を継続的に確保してきた成果であると
考えられる。一方で、運動内容の偏りや個
人差も見られることから、今後は多様な運
動を取り組めるような工夫や、運動習慣の
質を高めていくことが課題である。

女子
全国 78.3

自校 75.0 自校 75.0 自校 100.0
女子

全国 77.2
女子

〈成果と課題〉 〈成果と課題〉 〈成果と課題〉

〈成果と課題〉 〈成果と課題〉 〈成果と課題〉

全国 74.6

男子
全国 90.2

100.0

82.0

運動やスポーツをすることが好きな
生徒の割合

朝食を毎日食べる
生徒の割合

１週間の総運動時間が６０分以上の
生徒の割合
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